
経営体の概要

・所在地:埼玉県熊谷市
・経営体名:有限会社中条農産サービス
・栽培作物・作付面積:水稲、飼料用米、WCS（飼料用稲）、
小麦、ビール大麦、ねぎ  約207ha（延べ）

・従業員数:14名（臨時雇用７名含む）（令和5年7月現在）

導入経緯

⃝  近隣から管理を任される農地が急増し、ほ場ごと
の情報を社員間で共有することが課題であった。

⃝ 経営を継ぐ若い人材に300を越えるほ場の管理を
託すためのツールとして、2017年にほ場管理シス
テムを導入した。

取組の特徴・効果

⃝ ほ場の位置、作業の進捗状況等を登録できる
システムを導入して、情報の管理、作業計画の
作成、社員間の情報共有に活用している。

⃝ 従業員のモバイル端末でほ場管理データを開発
中のアプリを通じて利用し、ほ場位置の確認や
作業完了報告に活用している。

⃝ ほ場マップと作業内容が一体となった指示書の活
用により、従業員への作業指示にかかる時間が削
減された。

⃝ ほ場ごとに作業の進捗状況が分かるようになり、
適正な人員配置や作業ミスの軽減等、効率化
が図られるようになった。

導入技術

・QAgriSupport（農研機構中央農業総合研究センターが
開発したフリーソフト）

 作物のほ場配置や作業計画のマップ表示、作業の進捗状
況把握

 実使用者の意見・要望に基づいた機能拡張

システム運用の様子 ほ場管理システム画面

ほ場管理システムの導入による効率的なほ場管理の実現水田作 【17】


	スライド番号 25



